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会報順番番号Ⅳ－19
衛生工学部門

所属　シグマ環境工学研究所　西川 治光　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋工業大学　客員教授）
環境技術開発の支援および教育
・はじめに
県の研究機関を退職後、技術コンサルタント（シグマ環境工学研究所）と大学非常勤の仕事を掛け持ちでしています。現在66才ですが、健康で頭が働く限り、技術士として少しでも何らかの貢献をしていきたいと思っています。
・技術コンサルタントについて

専門分野は「環境浄化技術」、「環境浄化材料」ですので、これらの分野に関する技術コンサルタントをすることが理想的ですが、なかなかそのような支援オファーは限られています。現在、1社は自社の製品を環境浄化材料へ応用することを目指していますので、その支援をしています。最近、他の1社から要請があり、ある化合物の回収・再利用の支援を開始しました。また、環境に関しては、「公害防止管理者」試験受験のための個別講習もしており、2年以内に講習受講者は全員合格しています。その他、過去には航空機関連企業の工場内臭気対策（作業環境の改善）や、歯科材料の改質支援なども手がけています。

今後その他の業務で力を入れたいのは、企業の広報、PRです。特に、新聞掲載を目指す企業の具体的支援をしていきたいと考えています。
なお、私はNPO法人技術サポートぎふ技術士の会（GSGG）とNPO法人エルダーシステム（ES、本拠地は東京）の会員にもなっており、これらの会の活動にも参加しています。
・教育について
現在、愛知県内の3大学の講義（「環境化学」、「分析化学」など）を担当しています。これらの講義を通じて、技術と社会、環境問題とその対策など学生が基礎学問のみでなく、社会に出てから如何に技術と向き合うかを考えてほしい旨の話をしています。どれだけ学生に伝わっているかは不明ですが、一部の学生はよく反応してくれて、テスト回答時にわざわざ意見や謝意を付け加えてくれたりします。
また、近隣だけでなく遠方の大学でも要請があれば単発の講師として、環境の現況と環境技術開発の話をできるだけしたいと考えています。これまでに、徳島県、京都府、大阪府、山形県などの大学で学生向けのセミナーとして話をしてきました。技術士（技術者）として、若い学生へ伝えることは多いと感じています。
・共同研究の推進

一旦現役を離れているため、私個人では到底できない研究を大学と企業、大学と大学を結びつけることによって可能になるということを実感しています。現在、名古屋工業大学と企業の共同研究（JSTのA-step研究費採択研究）と、岐阜大学・大同大学の共同研究の２つに共同研究者として参加しています。それぞれ別の研究内容ですが、いずれも私の現役時代の基礎的研究をベースにしており、特に前者の共同研究では大学と企業との接着剤的役割を担うことが重要と考えています。これらの経験・役割は技術コンサルタントにも通じる役割であり、別の企業の技術開発支援にも役立つものと考えています。
なお、上述した2つの共同研究の内容には触れませんでしたが、いずれも「環境浄化材料」の開発と応用に関する研究です。研究成果は順次、論文や報告書として公表される予定です。（最新論文はまもなくApplied Surface Science誌6月号に掲載されます。）
・出版
　現役時代、環境の現場を飛び回ってフィールド調査をしたり、環境分析法や環境浄化技術の共同研究をしてきましたので、環境専門の他の３名に呼びかけ、「基礎から実践までの
環境化学」（三共出版）を2013年に発刊、その後2017年に改訂第2版を刊行しました。
理系の大学生用教科書を念頭に書いていますが、

環境に関心を持っておられる企業の方にも是非

一読していただければ幸いと考えています。フ

ィールド調査から得られた自然と環境の関わり　　　　　
や、環境浄化へ向けた技術開発の具体的事例な

ど、実際の環境現場の視点から「環境問題」を
解説しています。
・おわりに

　本会報は会員向けで、あとでHPにも掲載され

ると思いますが、技術士の課題はいかに社会的

認知度を上げて、技術者として世の中に貢献で

きるかということと思います。個人と組織がと

もに知恵を出し合うことを期待しています。
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